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マンネブ（CAS no. 12427-38-2） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

マンネブの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗アンドロゲン様作用、

視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すことが示唆さ

れたため 

 

(１)生殖影響 

 Manfo ら(2011)によって、マンネブ(Sigma、純度未記載)１、４mg/kg/dayを 18日間腹腔内投与

した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、１mg/kg/day 以上のばく露群

でライディッヒ細胞のプレグネノロン産生速度(3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ阻

害剤トリロスタン 10μM共存下)の低値、４mg/kg/dayのばく露群で血漿中テストステロン濃度、

ライディッヒ細胞のテストステロン産生速度の低値が認められた。なお、血漿中アラニントラ

ンスフェラーゼ濃度、肝臓中過酸化脂質濃度、肝臓中グルタチオン濃度には影響は認められな

かった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 

(２)甲状腺影響 

 Laisi ら(1985)によって、マンネブ(Ehrenstorfer, FRG、純度未記載)５、20、50mg/kgを単回腹腔

内投与した雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、５mg/kg/day のばく

露群で低温誘導性(投与 30 分間後から４℃)血清中トリヨードサイロニン濃度の高値が認めら

れた。なお、低温誘導性(投与 30分間後から４℃)血清中サイロキシン濃度には影響は認められ

なかった。 

また、マンネブ(Ehrenstorfer, FRG、純度未記載)５、20、50、100、200mg/kgを単回腹腔内投

与した雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、20mg/kg/day 以上のばく

露群で低温誘導性(投与 30 分間後から４℃)血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の低値が認められ

た。なお、甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン誘導性(投与 30分間後に 100ng/rat 甲状腺刺激ホル

モン放出ホルモンを腹腔内投与)血清中甲状腺刺激ホルモン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

  

示唆された作用 
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